
最
低
賃
金
制
度
は
、

働
く
す
べ
て
の
人
に

対
し
て
賃
金
の
最
低

額
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

※
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下

の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業
に
該

当
す
る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃

金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
最
低
賃
金
は
、臨
時
、パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
労

働
者
に
対
し
て
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
鹿
児
島

労
働
局
賃
金
室
（
☎
0
9
9

－

2
2
3

－

8
2
7
8
）
又

は
、
名
瀬
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
0
9
9
7

－

5
2

－

0
5
7
4
）

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1

日
に
原
付
・
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
軽
自
動
車
な
ど
を
他

の
人
へ
譲
っ
た
り
、
使
わ
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
4
月
1
日
ま

で
に
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

車
種
①
原
動
機
付
自
転
車
（
排

気
量
1
2
5
c
c
以
下
の
バ
イ

ク
）・
小
型
特
殊
自
動
車

車
種
②
三
輪
及
び
四
輪
の
軽
自

動
車
・
軽
二
輪
車
（
1
2
5
c
c

を
超
え
て
、
2
5
0
c
c
以

下
の
も
の
）・
小
型
二
輪
車

（
2
5
0
c
c
を
超
え
る
も
の
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
①
の
手

続
き
は
役
場
住
民
税
務
課
（
☎

6
7

－

2
2
1
1
）、
②
の
手

続
き
は
奄
美
大
島
自
動
車
整
備

工
業
協
同
組
合
（
☎
0
9
9
7

－

5
2

－

1
4
9
6
）

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
含
む
。）
が
、
売
上

な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や

経
費
に
関
す
る
金
額
等
を
帳
簿

に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿
や
取
引

に
係
る
請
求
書
・
領
収
書
な
ど

の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
大
島
税
務

署
（
☎
0
9
9
7

－

5
2

－

4
3
2
1
）

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間

に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
過
去
10

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料

が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で

き
る
期
限
は
平
成
27
年
9
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お

早
目
に
申
込
み
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
国
民
年

金
保
険
料
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
5
7
0

－

0
1
1

－

0
5
0
）
※
お
問
い
合
わ
せ
の

際
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
ご
用
意
下
さ
い
。

宇検村
せいかつ
情報局

((((　Living information ))))

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

原
付
・
軽
自
動
車
の

　
　
手
続
き
に
つ
い
て

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大

国
民
年
金
後
納
制
度
で

将
来
の
年
金
額
を
増
！

最低賃金名称 時間額 発効日
（平成 25 年）

地域別 鹿児島県最低賃金 665 円 10 月 27 日

産業別

自動車（新車）小売業 735 円 12 月 27 日

百貨店、総合スーパー 685 円 12 月 28 日

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 710 円 12 月 28 日

■ 平成 25 年度に改正された鹿児島県の最低賃金
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国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
学
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
ご
融
資
額
　
お
子
さ
ま
1
人

に
つ
き
3
0
0
万
円
以
内

■
利
　
　
率
　
年
2
．
3
5
％

（
母
子
家
庭
又
は
世
帯
年
収

2
0
0
万
円
以
内
の
方
は
年

1
．
9
5
％
）
※
平
成
26
年
1

月
21
日
現
在

　

ご
利
用
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

0
5
7
0

－
0
0
8
6
5
6
）

又
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

鹿
児
島
支
店
（
☎
0
9
9

－

2
2
4

－

1
2
4
2
）

　

村
農
業
委
員
会
で
は
農
地
の

賃
貸
借
の
目
安
と
な
る
よ
う
に
、

毎
年
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の
賃

貸
料
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
勢

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、

平
成
25
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で

に
賃
貸
借
さ
れ
た
農
地
の
賃
借

料
の
統
計
で
す
。

※
デ
ー
タ
数
は
集
計
に
用
い
た

筆
数
で
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
ご
案
内

農
地
の
賃
借
料
情
報
の

提
供
に
つ
い
て

Living information 生活の情報をお届けします！

作付作物の区分 普通畑

締結された地域名 宇検村内
基盤整備地域・未整備地域

平均値 １，３６０円
※データ数 23

最高額 ９，８４０円
最低額 　　　  ０円

　

農
業
委
員
会
が
提
供
す
る
賃

借
料
の
情
報
は
、
あ
く
ま
で
も

過
去
に
お
い
て
実
際
に
取
引
さ

れ
た
賃
借
料
の
デ
ー
タ
を
整
理

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
地
の
貸
し
借

り
を
さ
れ
る
際
に
は
、
賃
借
料

情
報
を
目
安
と
し
つ
つ
、
土
地

の
広
さ
、
形
状
、
水
利
等
、
圃

場
条
件
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

最
終
的
に
は
当
事
者
間
の
話
し

合
い
に
よ
り
賃
借
料
を
決
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
役
場
建

設
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
７

－

２
２
１
１ 

内
線

2
0
2
）

■ 宇検村の農地の賃借料水準（10a 当たり）

　平成 25 年中に発生した交通事故の特徴は、人身事故、物損事故とも昨年と比べ増加し、負
傷者も増えました。高齢者の交通事故も全人身事故の約 4 割を占めており、高齢者が加害者と
なる事故も増えました。また、死亡事故も 2 年連続で発生しております。
　事故の内容は、全交通事故の約 6 割が自損事故と接触事故であり、事故の原因は、前方不注
視が一番の原因としてあげられます。
　ハンドルを握るときは緊張感を持ち、常に細心の注意を払って運転することと、疲れを感じ
たり集中力が途切れたときは、こまめに休憩を取るなどして交通事故防止に努めてください。

瀬戸内警察署より
平成25年中の管内交通事故発生状況について

H25 年 前年比 宇検村 瀬戸内町
発生件数 25 +7 4 21

死者数 1 ± 0 1 0
傷者数 32 +10 5 27

物損事故 97 +6 12 85

■ 平成 25 年中の瀬戸内警察署管内交通事故発生状況
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集
い
た
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

「
健
康
か
ご
し
ま
21
」
に
着
目
し

た
健
康
づ
く
り
推
進
の
普
及
・

啓
発
や
各
種
健
診
等
の
声
か
け
、

お
手
伝
い
等
の
活
動
で
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
一
人
の
「
力
」

で
私
た
ち
と
一
緒
に
宇
検
村
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
。
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
役
場
保
健
福
祉

課
（
☎
6
7

－

2
2
1
1
 
内

線
1
1
3
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
健
康
づ
く

り
や
食
育
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
方
や
、
宇
検
村
の
健
康
状
態

が
知
り
た
い
！
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《 

各
推
進
員
の
募
集
期
限 

》

■ 

3
月
31
日
（
月
）
ま
で

要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

 
現
在
、
宇
検
村
で
は
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
40
～
60
代

の
9
名
の
方
が
活
躍
中
で
す
。

　
「
食

し
ょ
っ
か
い改
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
る
こ
の
推
進
員
は
、
親
子

の
ひ
ろ
ば
で
の
歯
に
良
い
レ
シ

ピ
を
活
用
し
た
お
や
つ
作
り
や
、

生
涯
学
習
大
会
等
で
の
試
食
作

り
を
通
し
て
食
育
を
普
及
・
啓

発
し
て
い
く
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら

は
男
性
の
加
入
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
新
規
募

健
康
と
は
…
？

も
う
一
度
じ
っ
く
り

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
真
っ
最
中
の
皆

さ
ん
、
毎
日
の
子
育
て
に

疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

保
健
福
祉
だ
よ
り

2

Vol.

保 健 福 祉 だ よ りVol. 2

食
生
活
改
善
推
進
員
＆

健
康
づ
く
り
推
進
員
募
集

み
ん
な
で

元
気
に
！

 H
ok

en
 Fukushi Dayori ‐since 2014‐

　
         fine at everybody! 

今
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

平
成
26
年
度
に
宇
検
村
で
「
食
生
活
改
善
推
進
委
員
」
と

「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
の
養
成
講
座
を
開
催
予
定
で
す
。

特別障害手当及び障害児童福祉手当について

　

子
ど
も
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生

ま
れ
持
っ
た
個
性
や
成
長
の

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
育
児
書
ど
お

り
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
に

あ
っ
た
育
て
方
を
一
緒
に
考
え

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に
対

応
す
る
機
関
に
は
役
場
保
健
福

祉
課
を
は
じ
め
、
大
島
児
童
相

談
所
（
☎
5
3

－

6
0
7
0
）

や
鹿
児
島
県
子
ど
も
療
育
相

談
セ
ン
タ
ー
（
☎
5
2

－

5
4
1
1
）
等
が
あ
り
ま
す
。

決
し
て
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い

で
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精神又は身体に重度の障害を有し、
在宅での日常生活において常時の
介護を必要とする20歳以上の方に
は特別障害者手当26,080円/月、20
歳未満の方には障害児福祉 手 当

14,180円/月が毎年2月、5月、8月、11月にそれぞれ
の前月分までが支給されます。（所得制限あり）

◎ 問い合わせ：保健福祉課 ☎67-2211（内線112）

各予防教室や健診などの予定表

月 日 時　間 内　容 場　所

3 24 9:30 ～ まんげんなよ教室 湯湾生活会館
25 9:30 ～ おひとりさま教室 芦検公民館

4

1 9:30 ～ 介護予防「元気はつらつ」教室 久志公民館
3 9:30 ～ 介護予防「元気はつらつ」教室 屋鈍公民館

10 9:30 ～ 介護予防「元気はつらつ」教室 生勝公民館
10 10:00 ～ 親子のひろぼ「歯科」 やけうちの里
10 19:00 ～ メタボ退治教室 やけうちの里
15 9:30 ～ 介護予防「元気はつらつ」教室 宇検公民館
16 10:00 ～ 二次予防・介護予防教室開講式 やけうちの里

！

※親子のひろば

食生活改善推進員の皆さん
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で
す
よ
♪

小
お の

野　刹
せ つ な

那  くん
平成24年10月16日生（阿室）

保護者・薫さん

倉
くらもと

本　諒
あ ぎ と

人  くん
平成24年10月19日生（平田）

保護者・喜夫さん

宮
みやはら

原　怜
れい

  ちゃん
平成24年10月26日生（平田）

保護者・新次郎さん

出
生
児

保
護
者
住
所

小
野
碧あ

や

み
弥
美

薫

阿
室

東　
　

一い
っ
し
ん心

修
平

芦
検

う
ぶ
ご
え

氏
名

年
齢

住
所

新
元　

米
敏

85

平
田

藤
野　

光
治

66

芦
検

前
田
テ
ツ
ヱ

92

芦
検

前
原　

富
美

84

湯
湾

お
く
や
み

氏
名

住
所

山
内　

紀
江

神
奈
川
県

重　

喜
一
郎

奄
美
市

前
田　

和
治

山
梨
県

求
野　

廣
行

千
葉
県

広
報
お
礼

氏
名

住
所

玉
利　

博
儀

千
葉
県

井
上　

博
昭

福
島
県

島
田　

千
演

静
岡
県

元
田　

米
樹

神
奈
川
県

井
上　

和
子

神
奈
川
県

昌
木　

俊
憲

大
阪
府

前　
　

義
廣

岡
山
県

広
報
お
礼
（
続
き
）

■ 

香
典
返
し

氏
名

住
所

阪
井
し
げ
子

佐
念

中
村　

勇

田
検

文
岡　

学

生
勝

津
田　

幸
夫

奄
美
市

社
協
ご
寄
付

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
は
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
掲
載
順
は
届
出
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

（平成 26 年 2 月末現在）

　　　 男　　　898 人

　　　 女　　　986 人

　　　 計　　 1,884 人

　 　  世帯   　1,035

村民のうごき

島 の 宝 っ 子

男
の
子

女
の
子

■ 

香
典
返
し

氏
名

住
所

新
元
チ
ネ
子

平
田

藤
野　

勝
江

芦
検

前
田　

和
治

山
梨
県

前
原　

敏
彦

奄
美
市

松
元　

富
夫

姶
良
市

前
田　

久
信

芦
検

松
山　

郷
子

奄
美
市

社
協
ご
寄
付
（
続
き
）
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写真はその時代の風景を正確に写し、
その画像は人々の忘れかけたウムイを鮮明に蘇らせる。

懐
か
し

記
の

憶

＊皆さんのお宅に眠っている宇検村に関する昔懐かしい写真をご提供ください。
　このコーナーでご紹介します。なお、提供いただいた元の写真はお返しします。

　◎ 問い合わせ先：宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 67-2211（内線 115）

広
報
う
け
ん
・
昭
和
47
年
2
月
号
よ
り

田
検
小
学
校
で
模
型
飛
行
機
の
滑
空
大
会

　

写
真
は
、
昭
和
47
年
1
月
6

日
の
新
春
に
田
検
小
学
校
で
行

わ
れ
た
「
模
型
飛
行
機
滑
空
大

会
」
の
様
子
で
す
。

　

当
時
の
記
事
を
見
る
と
、
大

会
前
日
ま
で
は
雨
だ
っ
た
が
、

当
日
は
快
晴
と
な
り
最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
が
持
ち
寄
っ
た
約

2
0
0
の
模
型
飛
行
機
が
青

空
を
飛
び
回
っ
た
そ
う
で
す
。

　

学
校
の
校
庭
で
行
わ
れ
た
大

会
は
、
ど
れ
だ
け
長
く
飛
び
続

け
る
か
を
競
う
も
の
で
、
急
上

昇
す
る
も
あ
え
な
く
急
転
直
下

す
る
飛
行
機
や
、
飛
び
過
ぎ
て

校
舎
の
屋
根
に
不
時
着
す
る
も

の
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

大
会
の
最
高
記
録
は
、
俊
岡

秀
人
さ
ん
（
当
時
四
年
生
・
湯

湾
）
の
20
秒
間
。
俊
岡
さ
ん
に

当
時
の
話
を
聞
く
と
「
冬
休
み

に
父
親
や
兄
と
一
緒
に
作
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
大
会
で
は
、

自
分
の
飛
行
機
が
最
後
ま
で
飛

ん
で
い
て
少
し
驚
い
た
が
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
。」
と
思
い

出
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

写
真
か
ら
は
「
ど
こ
ま
で
も

高
く
、
長
く
飛
ん
で
ほ
し
い
！
」

と
い
う
子
供
た
ち
の
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

↑  子供たちが思いを込めて飛行機を飛ばす瞬間をとらえた写真

　
三
月
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
冬
も
い
よ

い
よ
終
わ
り
を
迎
え
、
暖

か
い
春
の
季
節
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。
卒
業
や
転
勤

な
ど
で
四
月
か
ら
新
し
い

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
方

や
、
新
年
度
に
な
り
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
36
年
の
創
刊
か
ら

3
0
9
号
を
迎
え
た
「
広

報
う
け
ん
」
も
新
年
度
に

紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

考
え
て
い
ま
す
。
新
し
く

変
化
す
る
こ
と
は
、
少
し

不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
に

広
報
紙
を
さ
ら
に
楽
し
ん

で
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

総
務
企
画
課  

広
報
担
当  

俊
岡

編 

集 

後 

記
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